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みんなの畑

南から建築全体に差し込む太陽光

再生ゴムチップを使用した舗装スムーズに出動できる車両動線

車両の大きさに配慮した大開口

可動棚は空間を仕切る際にも
使うことができる

駐車場は祭りの際には
屋台スペースとしても使うことができる

イベント時には出し物を行う場所
としても使うことができる

機能的に働く可動式の棚

適度に空間を仕切るカーテン

中学校側に大きく開くテラス

南北に空いた開口に風が抜ける

中学校からの動線

構造材としてだけではなく
ルーバーとしても機能する斜めの柱

外部からの搬入口

みんなで作る壁

車両を移動することでできる多様な使い方

車庫から移動した車両

入口近くのキッチンは
炊き出しの際にも活躍する

ホース乾燥柱

中学校からの動線

屋上へ上がるらせん階段
校庭も駐車場も見渡せ、観覧に適している

誰でもトイレ
（女子トイレ）

男子トイレ 男子更衣室

女子更衣室

防災用品備蓄スペース

資機材収納庫 待機室 車庫 待機室 車庫 待機室 待機室車庫 待機室 車庫車庫
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屋上からは中学校の
グラウンドを観覧できる

カーテンで空間を
仕切ることができる

南側のテラスは日差しが
当たり気持ちの良い空間

外部と連続する
ゴムチップの床

車両を出すと、大きな空間に変化する

中部分団屯所

東部分団屯所

西野分団屯所

西部分団屯所

南部分団屯所

神明市 やっさ祭り

豊かな自然
三原やっさタコ

麦

学校行事

畑

さつき祭り

浮城祭り

三原の多様な活動と『つながる』消防屯所

通常時

待機室
車庫

②ワンルーム使用時 ( お祭り時 )

③被災時

①イベント時（中学校体育祭時）

三原市の風景 地域のシンボルとなる建築

家具作りワークショップヒアリングワークショップ

壁塗りワークショップ

可動式の棚

倉庫の機能を一部担う

大開口
( 校庭に開く )

大開口
( 地域に開く )

大空間

地域産木材 ( 規格材 - 檜 )
脱炭素、周囲との調和を考慮し
温かみのある地域産の木材を使用

ワークショップでみんなで塗装

外壁

木造トラス ( 規格材 - 杉 )

斜材 ( 規格材 - 檜 )

ボリュームコア

再生利用ゴムチップ

シャッター テラス ( 規格材 - 檜 )

既製品 4連ガラス戸

既製品ガラス戸
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地域と中学校つなぐ環境
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地域産の木材 廃材を再利用した家具 タイヤ再生利用ゴムチップ みんなの畑

通常時

待機室
車庫

イベント時

待機室
車庫

通常時

待機室
車庫

ワンルーム時

待機室
車庫

配置図兼平面図 s=1/130

短手断面パース長手断面図 s=1/130

南側立面図 s=1/100

イベントワークショップ

みんなでつくる

『ひとつながる』 消防屯所 集約される消防屯所が地域の多様な活動と『つながる』ことで消防団員の活動が開かれ、人と人が『つながる』ことで、みん
なで地域を守り、地域に愛される消防屯所を目指します。また、多様な場面に対応するために、車庫と待機室がワンルームとなっ
た、使われ方が可変する『ひとつながり』の建築を提案します。

コンセプト

三原の活動と『つながる』消防屯所
三原市は、山と海に囲まれた自然豊かな場所です。また、市民が一丸となって街を盛り上げる「やっさ祭り」「神明市」「浮城祭」」「さつき祭り」があり、地域が一体となり、
何かを為すポテンシャルを多分に持っています。そんな三原市の人々の多様な活動と『つながる』消防屯所を設計することで、さらなる地域の行動変容を促します。これ
まで別々であった消防屯所を一つに集約する際に、単に機能的であるだけでなく、三原の多様な行動と『つながる』ことで、人と人がつながり、消防団員の活動が開かれ、
みんなで地域を守っていく新しい消防屯所を提案します。

建築計画

多様な使われ方に対応する建築計画

地域と接続し可変する平面計画

『ひとつながり』の細長い大空間 木造トラス構造による無柱空間

車庫も待機室も積載車とポンプ車の入る 3640×7280 の 空間を一単位として横並びのシンプル
な構成とすることで、平常時は、車庫と待機室の二つで一つの部屋として機能し、イベント時
や全体会議時、防災時など車両を移動するだけで多様な使われ方に対応する建築計画とします。

三原の風景に呼応し、人々に愛される建築
三原市は山と海に囲まれた自然豊かな地域です。そんな山々と呼応す
るような形状とすることで三原の風景に馴染み、地域のシンボルとし
て人々に愛される建築となります。

間仕切り方によって自由に消防屯所を地域に開放する
ことができ、三原の地域住民が中心となって行うイベ
ントやフリーマーケット、市場などが今後ここで開催
できます。

分団の合同会議時には、車両を移動することによって、
５つの部屋をワンルームで使用することができます。
カーテンで仕切って使用することで、半分を貸し出し、
学生の展示やレクチャーイベントなどを開催すること
ができます。

被災時には大空間を避難所として使うことができ
ます。カーテンを計画しているため、各スパンご
とに空間を仕切ることも可能です。また、出入り
口付近にもキッチンっを設置しているため、炊き
出しなどにも対応することが可能です。

①イベント時

平面ダイアグラム

②ワンルーム使用時 ③被災時

ワークショップ

地域の人と一緒につくる建築
ワークショップを開催し、地域の人たちと壁の塗装や造作家具を施
工段階から一緒につくることで、より身近な消防屯所として、地域
人々の拠り所となります。建築の計画段階から建築の竣工後まで建
築に携わり使い方を一緒に考えたいと思います。

家具

倉庫の機能を担う可動式の家具
可動型の家具を計画することで、地域の多様な活動が行われる際の車両移動にも対応し、緊急時
にも機能的に使うことができます。また、倉庫棚の一部や間仕切りとしても機能します。

造作家具にはセキュリティ面を考え、カーテンをつ
けることで避難時など様々な場面で間仕切りとして
機能的に使うことができます。

構造

大空間をつくる木造トラス構造

木造トラスのユニット化

地域の木材を多用した木造トラス構造を用い、内部に柱
を落とさない大空間をつくることで、車庫としての空間
性の確保と地域の多様な活動に柔軟に対応しやすい構造
とします。

木造トラスは工場で組み立て、現場へ運ぶことで施工が
スムーズにでき、コストカットにつながります。

地域の木材を多用した木造トラス構造
を用い、内部に柱を落とさない大空間

短手方向の水平力に対する構造

長手方向の水平力に対する構造壁

内外を連続した舗装
管理・清掃のしやすさに対応
人肌に馴染む素材でイベントなど開催しやすい

気密性・断熱性・安全性
などを考慮

緊急時に素早く対応できる

環境

地域と中学校に開く環境
南のテラス側、北のシャッター側に大きな開口を設け
ることで、中学校と地域に消防屯所を開き、建築内部
にはその開口部から気持ちの良い日が差し込み、風が
通り抜けます。

脱炭素に向けた取組

環境に配慮した建築

コスト

単純な空間によるコストカット

建築躯体には、主に地域産の木材を多様することで、脱炭素化に配慮した建築を目指します。また、工事で出た木材の廃材は、ワークショップの際に家具への転用を試
みます。床は内外連続してタイヤのゴムを再利用したゴムチップを使用します。外部には、中学校に貸し出す「みんなの畑」を作ることで地域の交流を促します。

シンプルな平面プランすることで作りやすく、間仕切り等が少ないためイニシャルコストを削減することができます。また、ワンルームでゴムチップが外構と連続した床
にすることで清掃等がしやすく、ランニングコストも削減できます。

中学校側の日常に溶け込む消防屯所 内外を接続する「ひとつながり」のテラス

三原の風景と連続し周辺環境と『つながる』建築

カーテン・車両が間仕切りになり多様な使い方に対応
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5 つの待機室 5つの待機室

5つの待機室 5つの待機室

待機室と車庫 2つでひとつ

連続させる

「ひとつながり」の大空間

待機室 26.50 ㎡
車庫
資機材収納庫

26.50 ㎡
8.28 ㎡

倉庫 20.62 ㎡
男子トイレ 4.14 ㎡

男子更衣室 4.14 ㎡
女子更衣室
合計

4.14 ㎡
324.62 ㎡

女子トイレ 3.31 ㎡

５室
５室
１室
１室＋可動棚
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